
東京都千代田区

株式会社レーベンコミュニティは、グループ会社である株式会社

タカラレーベン（東証一部上場）が全国に開発・分譲するマンショ

ンの管理を一手に引き受けながら、総合管理事業を主軸とした5つ

の事業を展開しています。

拠点間会議や経営会議、新人研修を本社集合型からリモート参加型へ

参加者の出張コストを削減しオンタイムで情報交換

導 入 事 例

https://www.l-community.co.jp/

導入前の課題 導入後の効果

クラウド型Web会議サービス「TeleOffice」ID制ライセンス <#TOST11×8>

タッチディスプレイ「BIG PAD」85Ｖ型 <PN-L851H>

□ 会議にまつわる出張コスト

□ 会議資料のペーパーレス化

□ 情報交換の精度

□ 出張コストの削減

□ 資料共有による詳細な情報交換

□ オンタイムでの会議開催

□ 支社間コミュニケーションの活性化

□ 新人研修のオンライン化

クラウド型Web会議サービス「TeleOffice」とタッチディス

プレイ「BIG PAD」を導入したのは、全国展開を見据えた支

社の増設がきっかけでした。

支社の増設前は、本社(東京千代田区)で横浜支社と支社間会

議を行っていました。2018年の大宮支社開設から各地営業所

の開所が続き、遠方から会議に参加する社員が増え、会議ス

ケジュールの調整が難しくなりました。

同時に、移動に伴う経費も増加傾向にあったので、早急に支

社間同士で行える会議システムの導入が求められました。

導入商品

各地への支社増設にともない、本社集合型からリモート参加型への

会議形態の早急な対応が必要に

導入の

背景
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「場所」「時間」の最適化を目指す

①マンション管理企画事業

②Re-newal・Re-novation

・Re-form事業

③Smilax Insurance事業

④資産管理・資産運用事業

⑤MyReha介護サービス事業

リモート参加型会議本社集合型会議

さま



支社間同士での定例会議、事業の進捗確認を行う経営会議、新入社員研修などさ

まざまな用途で利用しています。

移動に伴う様々な制限が減ったため業務が必然的に効率化し、時間を気にする

ことなくオンタイムで会議を行うことができるようになり、支社間のコミュニ

ケーションの活性化につながりました。

毎月の新人研修では、本社にいる数名の講師がそれぞれの担当パートごとに研修

資料や動画をBIG PADを活用してオンラインで開催。従来行っていた集合研修よ

りもより内容の濃い研修が行えています。

本社会議室では、各支社とTeleOfficeで行う会議をBIG PAD(85V型)の大画面に

表示しています。

BIG PADは、TeleOfficeの資料操作をタッチペンで行えて、共有資料や各支社の

映像をクリアに表示できることから、会議のスムーズな進行に期待が持てまし

た。 TeleOfficeは、会議資料のペーパーレス化、ID登録や利用できる端末に制

限をかける端末認証登録などのセキュリティ面、ITリテラシーの高い低いに関

わらず直感的で誰にでもわかりやすい操作感が導入の決め手となりました。

トライアル専用ライセンスを５IDまで発行いたします。ご利用いただける機能や動作については製品版と同等です。

申請書入力・提出 トライアル開始 トライアル終了
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●Microsoft、Windows は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。Android は、Google LLC の登録商

標です。その他、記載されている製品名は各社の商標または登録商標です。

〒105-0023 東京都港区芝浦1-2-3 シーバンスS館20F 

TEL:03-5446-8151

▲Windows版

Web版▶

▶取材協力：株式会社 レーベンコミュニティ
経営管理部 総務課 (左)小野寺 彩さま (右)浅見 和良さま

▲ BIG PADを利用したTeleOfficeでの会議風景

1カ月間の無料トライアルでTeleOfficeを実際にご体感ください。

ID登録と端末認証登録方式によるセキュリティ面と

直感的で誰にでもわかりやすい操作感が導入の決め手

選んだ

理由

会議や研修での移動経費や時間が大幅に削減し

支社間のコミュニケーションが活性化

導入後の

効果

部署間そして社員単位への利用拡大を検討

より精度の高い社内の情報共有を目指す
今後の

展望

移動せずに会議が行えるため、支社同士での情報交換が手軽にできるようになりまし

た。現在は支社間での利用がメインですが、今後は部署間での利用から社員同士での

利用まで広げていきたいと考えています。

テレワークの奨励を始めた部署もあるため、将来的にテレワークでの運用も視野に入

れています。

▲TPOにあわせて資料や図面、動画を活用




